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(l)γ相に磁場をいくらかけてもマルテンサイト変態は生じない｡

(2)サンプルがC'相状態にあると､印加した磁場に比例して8'相からa'相への変態
点が上昇する｡

£'相は常磁性でα'相は強磁性のためγ相の状態で高磁場をかけると直接α′相が磁場誘

起することが考えられたがこの変態は生じなかった｡この原因としてγ相からα'相への

変態駆動力が大きいことと､γ相が-70℃付近で反韓磁性に転移しエネルギーが低くな

り安定となっている可能性があることがあげられる｡

6. 1次元2バンドtigh卜bindingモデルにおける

Starkladder状態
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電場が印加された状態下では､1つのバンドを考えた場合に､結晶内電子

はBloch扇動を行 う｡ この時に電子状態はBloch状態ではなく､波動関数

の局在とエネルギー量子化をともなうStarkladder状態になることが指摘さ

れている｡

しかし複数のバ ンドが存在 し､その間のバンド間遷移を考慮した場合では､

電場下でStarkladder状態が生じるかどうかについては混乱した見解が出

されていた｡

そこで今回､1次元のtighトbindingモデルで 2つのバ ン ドを考慮 し､バ

ン ド間遷移を取 り入れたハミル トニアンを用いてこの系の性質を調べた｡ハ

ミル トニアンの対角化により､電場下でのエネルギー固有値､波動関数 ､そ

して状態密度を求めることで系の電子状態 とStarkladder戟愚の閑筏につい

て調べた｡結果は適当な条件の下でStarkladderが存在する事を示す｡
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